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飲んだら乗るな 

１． 飲んだら乗るなとは 

 ここ数年、運転手が意識不明になり、登校

中の小学生の列に突っ込み、児童が死傷する

という事故が相次いでいる。また、危険ドラ

ック「以前は脱法ドラック」の使用による交

通事故も多発している。 

こうした事情から、従来の刑法に定められた

『危険運転致死傷罪』では、危険性の高い運

転行為だけに限定されていたが、『自動車運転

死傷行為処罰法』に移され、危険運転の種類

を増やし、さらに、アルコール又は、薬物若

しくは運転に支障を生じる恐れのある病気に

より、人を死傷させた場合も、危険運転致死

傷を適用されることになる。即ち、薬の副作

用や薬害により、交通事故を起こした場合も

含まれる。 

「飲んだら乗るな」は、麻薬や危険ドラック

などの違法な薬物の限定されたものではなく、

市販の薬や、医師が処方する薬であっても、

めまいやふらつきなどの運転に支障が生ずれ

ば、罪に問われることになる。 

２． 薬の副作用 

 欧米では副作用死に関する調査研究も行わ

れており、米国では、年間、10 万 6 千人が副

作用で死亡しているとの報告（全米医師会報）

もある。日本では、残念ながら「副作用死」

の関する調査研究はされていない。欧米では、

１剤処方、多くても２剤処方であるのに対し、

日本では５剤以上の処方が一般的であるので、

米国の死亡数を上回ると推定される。 

最近では、後発医薬品（ジエネリック）が普

及しており服用の量は増加する傾向にある。

薬の副作用には充分注意し、薬も、飲んだら

乗るな、を守って下さい。（安田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

びわこ彦根広報板 

〔４月の活動記録〕 

時間外預託点数 ６点 （１人） 

奉仕活動点数  ３点 （３人） 

 

〔運営委員会・月例会〕 

実施  ５月１０日（火）ＰＭ１：３０～ 

予定  ６月 ７日（火）ＰＭ１：３０～ 

 

〔４月度の経過報告〕 

*サロン開催実績 

おしゃべり４回１３名 パソコン０回 

卓球４回９名 読書１２人１５冊 

チビッコサロン ５組１３名 

〔助け合い〕０件 

 

〔福祉調査センターの活動〕 

実施  ５月 １件  

予定  ６月 ０件 

    

〔連絡事項〕 

・平２７年度の彦根市宅老所補助金は、補助

対象支出金が不足したため22,000円を返還

した。 

・平 28 年度からは、スタッフ費の支出が認め

られますので、補助金の対象とならない平

和堂の賃貸料などの支出を調整して返還金

が発生しないようにします。 

・ナルク本部の、「総会に関する議案書」が送

ってきましたので備付しておきます。 

・「傾聴ボランテイア」を今のところ申し出が

ありませんが、小林又は岩崎（豊）に、申

出して頂いても結構です。毎週火曜と、第

二第四金曜はナルクに居りますので、相談

してください。 
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